
ＶＯＬ.３  ２００８．１０．１                        発行：富山県民ボランティア総合支援センター 

 

ボランティア・ＮＰＯ 

 

 

 

 

 

 

 

１０月はボランティア活動強調月間です！！ 
 

１０月１日には、県民ボランティアネットワーク参画団体の方やボ

ランティアさんなど２２名がＪＲ富山駅で「ボランティア活動強調月

間ＰＲ用ティッシュ」を通勤・通学途中の県民へ配布しました。 
 

また、１０月２５日（土）には、 

第２０回富山県民ボランティア大会が開催されます。 

日 時：１０月２５日（土）９：３０～１６：３０ 
場 所：富山県総合福祉会館（サンシップとやま） 
式 典（１０：００～１０：４５） 

厚生労働大臣表彰伝達 
富山県知事表彰 
ボランティア活動推進富山県民会議会長表彰 
大会アピール 

シンポジウム（１０：４５～１２：１５） 
  テーマ「広げよう ボランティアの輪」 
      ～私たちの生活とボランティア活動～ 
 
県内のボランティア・ＮＰＯ団体、福祉施設などの「出展行

事」、作品や商品を販売する「活動紹介屋台村」も開催します。

出展行事では、事前の申込みなしで参加できる催し物もあり

ます。 
活動紹介屋台村では、当日金券として利用できる「お買い物

補助券」を先着３５０名に配布します。 
この機会に、自分が気になる団体・グループの活動に触れみ

て、そして交流してみませんか？ 
その他 
ボランティア・ＮＰＯ「一言メッセージ」掲示・投票 
スタンプラリー（先着５００名様に大会グッズ進呈） 
を
 
実施します！ 

たくさんの方の参加をお待ちしています。 
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☆☆☆支援センターの活動報告☆☆☆ 
 

開催報告１ 「災害救援ボランティア本部設置訓練」の実施と「災害救援ボランティア連絡会」の開催   

 ９月６日（土）県総合防災訓練が実施されたことに合わせて、支援センターでは富山県と富山県社会福祉協議会

と協働で県災害救援ボランティア本部（県、県社協及び支援センターが連携して設置することとされている。）の設

置訓練を行いました。この訓練は昨年から実施しているもので、今年は高岡市

で災害が発生したとの想定に基づき、高岡市と県災害救援ボランティア本部と

の間で本部の立ち上げや情報伝達のシュミレーション等を行いました。 

また、平常時からの情報交換や交流・連携を深め、災害時における救援ボラ

ンティア活動を円滑にするために、行政及びボランティア関係機関・団体で災

害救援ボランティア連絡会を７月２４日（木）に開催しました。 
災害救援ボランティア本

部設置訓練  

開催報告２  「ＮＰＯ基礎講座」 と「ＮＰＯ法人設立講習会」の開催  

7月30日（水）サンシップとやまにおいて「ＮＰＯ基礎講座」を開催しました。まず初めに県男女参画・ボラ

ンティア課老田主任から、ＮＰＯとは何か？県内のＮＰＯの状況など、ＮＰＯの基礎知識をお話ししていただき、

次に実際にボランティア活動をしておられる「とやまチャイルドライン愛ランド」布村代表幹事からボランティ

アを始めるきっかけなど身振り手振りで熱く語って頂きました。最後には、当日参加した方々との交流会もあり 

盛りだくさんの内容となりました。初めて実施する講座ということで手探り状態でしたが、受講された皆さんや

講師の方と一緒に手づくりしたと思えるような講座でした。受講者、講師のみな

さんありがとうございました。 

「とやまチャイルドライン 

愛ランド」布村さん 

同日の午後に「ＮＰＯ法人設立講習会」を開催しました。近い将来ＮＰＯ法人

の設立を考えている団体の方やＮＰＯ法人のことを知りたい方などが参加され

ました。実際の申請書類提出やＮＰＯ法人になったときの注意事項など具体的な

話が聞けて良かったといった意見が多くありました。 

この講座は、年２回夏と冬に開催していますので、今回聞き逃した方は是非次回

（来年２月３日を予定）の講座を受講ください。 

詳細は後日ちらしやＨＰでお知らせいたします。  

  

開催報告３  「ＮＰＯマネジメント研修」の開催  

 9月26日（土）今年度の「第１回ＮＰＯマネジメント研修」を開催しました。国際協力ＮＧＯシャプラニール

の事務局長などとしてご活躍され、現在、日本ＮＰＯセンターの事務局次長

を務められている坂口和隆さんから、「ＮＰＯにおける人材育成」と題して、

ＮＰＯの組織の活性化のために必要なスタッフや理事の確保・育成、会員の

拡大、ボランティアのマネジメントなどの手法等についてお話ししていただ

きました。坂口さんの豊富な経験に基づくお話は、具体的で分かりやすく、

受講者の皆さんにとって大変有意義なものであったと思います。 

今年度第２回目のマネジメント研修は、来年２月頃を予定しています。皆

さんの参加をお待ちしています。 
日本ＮＰＯセンター 

事務局次長 坂口さん 詳細は後日ちらしやＨＰでお知らせいたします。 

２ 



 

 

  新しくＮＰＯ法人となった団体や面白い取り組みをされている団体などを取材し、

その活動状況等について紹介します。第 1 号として取り上げるのは、今年７月に設立された 
「モモのところにいってごらん」です。小西理事長にお聴きしました。 
 
 
 
 
 
 
 
                          

名 称：特定非営利活動法人 
モモのところにいってごらん 

事務所：南砺市山斐 155 番地 
理事長：小西恵子 

Ｑ１ 主な活動内容をお聞かせください。 

高齢者サロンの開設（毎週火・木 9:00～16:00）、
子供たちの学童保育(毎週土 長期休暇期間中は毎

日)や子育て中のお母さん・介護者がくつろぐため

の「隠れ家休養スペース」事業などを行っています。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
     

Ｑ２ 活動のきっかけ、理由をお聞かせ

ください。 

かつて、滋賀県東近江市の障害者と健常者

が一緒に共同生活を行っている「茗荷村」で

過ごしていました。社会的立場の弱い人と暮

らしたその時の経験から、社会のどんな人た

ちにとっても安らぎの居場所を提供したいと

思うようになりました。           

地元（南砺市井波）に戻ることになったの

ですが、こちらでも同じ思いを持つ人がいま

した。そうした思いを共有する人が集まり、

一人ではできなかった思いが実現できたので

す。 
 なお、「モモのところにいってごらん」と

いうネーミングは、ドイツの児童文学作家ミ

ヒャエル・エンデの小説「モモ」に出てくる

言葉に由来しています。           

Ｑ３ 苦労した点や苦労している点

をお聞かせください。 

自宅を使用して、平成 17 年から学童保

育を始めました。しかし、お母さん達の中

には、個人宅を開放するということでは利

用する側にも遠慮が生じて利用しにくい

との意見がありました。こうしたことか

ら、利用する側から認められ、安心して利

用してもらえるように社会的信用を高め

たいと思い、法人化することとしました。 
 子供を面倒見るには、世話をする人が複

数いないとできません。事業を始めた当初

は、スタッフ・ボランティアを集めること

に苦労しました。しかし、次第に周囲の理

解や賛同を得ることができ、スタッフ・ボ

ランティアも集まるようになりました。   

   
 
 
 
 
  Ｑ４ 今後の目標をお聞かせください。  

今後、介護保険事業所として指定を受け、

子供と老人が日常的に交流できるようにし

たいと思っています。そして、地域に根差し、

子供たち、高齢者、障害者の区別なく、共に

支え成長できる居場所、地域の人たちの交流

の場となるようにと願っています。      

３ 

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%9F%E3%83%92%E3%83%A3%E3%82%A8%E3%83%AB%E3%83%BB%E3%82%A8%E3%83%B3%E3%83%87
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%9F%E3%83%92%E3%83%A3%E3%82%A8%E3%83%AB%E3%83%BB%E3%82%A8%E3%83%B3%E3%83%87


 
ＮＰＯに関する相談会や講習会を開催します（下期） 

支援センターでは、２０年度下期に下記の各種相談会・研修会を予定しています。詳しい内容は、ホームページ

やメルマガ等で随時、お知らせいたします。 
 

開催月 相談会・・開催予定日 研修会等・・開催予定日 

１１月 ＮＰＯ法人会計税務相談会（５）・・１１／１０  

１２月 ＮＰＯ法人会計税務相談会（６）・・１２／１０ 労務管理基礎講座（１２月中旬） 

１月  会計税務集中講座（２）・・１／１４から 

２月 
ＮＰＯ法人会計税務相談会（７）・・２／３ 

ＮＰＯ法人設立個別相談会（２）・・２／３ 

ＮＰＯ法人設立講習会（２）・・２／３ 

マネジメント研修（２）（２月下旬） 

３月 ２１年度助成金説明会（３月下旬）  

（※注・・開催日等は現在の予定です。変更することもありますので、ちらしやＨＰ等でご確認ください。） 

 

 

 

 

 

 

 

＜編集後記＞ 

  今年の夏は変な？夏でした。雨もほとんど降らず、暑い日が続くとなあと思っていたら、一転して、観測記録

を塗り替えるような大雨が続き、日本の各地に大きな被害をもたらしました。県内でも南砺市などで住宅、道路、

田畑などに大きな被害があったところです。 

  このような災害が発生した場合、復旧活動には、行政、地域、ボランティア関係団体などが連携して対処する

ことが不可欠です。防災訓練など通じて日頃から顔の見える関係を構築しておくことの大切を改めて感じました。 

 

 

４ 

ご意見を募集しています！（今後の事業の参考とさせていただきます。） 

 支援センターでは、毎年、ＮＰＯ・ボランティアの支援のため、各種研修会・講座

を開催しています。 

 どのような内容の研修を開催してほしいとか、あの研修の開催時期・日時をいつ頃

にしてほしいなどといった、ご意見をお寄せください。 

 また、支援センターが実施している助成金事業についても、ご意見があればお聞か

せください。よろしくお願いします！ 

 ご意見は、随時受け付けておりますので、メールやＦＡＸで、センターまでお寄せ

ください。お待ちしています。 

お問い合せ先 

富山県民ボランティア総合支援センター   〒 930-0094 富山市安住町 5-21 富山県総合福祉会館内 

℡ 076-432-2987 fax076-432-2988 

URL http://www.toyamav.net/ 

４ 


	１０月号　１Ｐ(月間・大会ＰＲなど）【最終？】
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